
2020年9月6日  週間メッセージ祈りのカード  “2020年第1、2、3 RUTC答え-歩んできた30年と私(ロマ16：20)+次世代を生かす歩みとなる30年(ロマ16：25-27)”   (資料提供： 世界福音化常任委員会インターネット総局http：//data.rutc.com)  

産業宣教: OMCと第1、2、3 RUTC 答え (35)－ 自殺予防専門家礼拝 

－「逃してはならない働き」(使 13：5－12) 

聖日１部：仮庵の祭り神殿 (レビ23:33-44) 聖日2部：供えのパンを食べる神殿 (レビ24:1-9) 伝道学: 伝道者の生活と第1、2、3 RUTC 答え (35)「あらかじめ行う5つ

のフォーラム」(使 1：8) 

 

1．古くなったことのいやし 

1) 刻印 (使 1：1) 

2) 根 (使 1：3) 

3) 体質 (使 1：8) 

          

2．落胆せずにしなければならないいやし 

1) 霊的ないやし (使 2：1－47) 

2) 心、考え、いやし (使 13：1－4) 

3) 精神のいやし  

(1) 使 13：5－12   (2) 使 16：16－18   (3) 使 19：8－20 

 

3．必ず見つけるべきいやし 

  1) ロマ 16：25 

  2) ロマ 16：26 

3) ロマ 16：27 

 

 

核心：第1、2、3 RUTC 答え (35)「あらかじめ見たヨセフ」(創 37：11) 

 

1．神様の絶対主権 (創 37：1－11) 

1) 世界福音化 

  2) 苦しみの理由 

3) 奴隷になった理由 

 

2．だれも与えられないこと (Nothing)   

  1) 創 37：1－11 

  2) 創 39：1－6 

3) 創 40：1－23 

4) 創 41：1－38 

5) 創 45：1－5 

 

3．すべてを生かすこと (Everything)   

  1) ポティファルの妻   

  2) 長官 

3) 王とエジプト 

4) 世界 

5) 家族 

＊序論 

▲生かす聖書の方法を分かれば、実際にみなさん1人を通じて家庭も、

会社も、教会もみな生かすようになる。 

▲仮庵祭とは何か。「七週の祭り、収穫祭」だ。過越祭はサタン、暗やみ、

すべてから抜け出す救い。五旬節はとても大きな聖霊の満たし。仮庵

祭は、簡単に話せば「天の背景、天国の奥義」を話すことだ。みなさん

が生きている間に神の国の事が起きるのだ。みなさんが生きている間

にサタンのしわざを打ちこわすのだ。私たちがこの地を離れる日、永

遠の御座に行く。 

▲祭司が24ともしびをともしておくところが幕屋だ。その答えの中に集ま

るので会見の天幕。その答えを持って行ってそのまま味わうことを天幕

と言う。今日、仮庵というのは特別な集いをしたのだ。仮庵祭を守りなさ

いということは、この祝福を特別に味わいなさい。今日、みなさんが契

約を握って、今日から新しく始めれば良い。福音を持って神の国を味わ

えば良い。神の国を集中的に、いつも味わいなさいということが仮庵祭

だ。すると、確認できることは、私たちは力がないということを知るよう

になる。率直に認めなければならない。それゆえ、無限の世界へ入る

のだ。それが神の国だ。それが今日礼拝することだ。みなさんがどれ

だけ重要かを知って、今日、決断をくださなければならない。 

 

1.いやしの奥義→刻印、根、体質を変えなさい! 

▲神の国のことは、いやしの奥義だ。過越祭の契約の血によって...根を下

ろしたことをいやす36節の火によるささげ物、五旬節だ。私たちの体質

を完全に変えることが収穫祭、神の国が臨むことだ。(36、37、28節) 

 

2.わざわいを止める奥義→神の国のことに集中! 

▲神の国のことは無限の力なので主イエス・キリストの御名でわざわい

を止めなさい。洗うことができない私の問題はキリストの血によって洗

ってもらいなさい。何の力もない私に神の国が臨みますように。今日の

本文に7日間集中しなさいと5回出てきた。みなさんの信仰と心と考えを

集中すれば、必ずこれを見るようになる。みなさんはわざわい、時代

のわざわいを止める神の子どもだ。 

 

3.世界福音化の奥義 

▲神の国、仮庵祭は世界福音化の奥義だ。聖霊が臨んで、サタンが縛ら

れれば神の国が臨んだのだ。(マタ12章)イエス様が復活されて最後の

講壇オリーブ山で40日間神の国のことを説明された。(使1:3)パウロがこ

の話をわかった(使19:8-10)。 

 

＊結論-三つの結論 

1)礼拝のとき、祭りのときにこの祝福をずっと味わって伝達 

2)私たちの教会に1年に一回ぐらいは仮庵祭の行事のような神の国を成し

遂げる集いが必要だ。 

3)神様は思いもよらない人物を大きく用いられた。みなさんが家系と現場

と世界を生かすことができる。 

▲今、地獄のような世の中を神の国に変えなさい。この奥義を24味わい

なさい。答えは神様が25に変えてくださるだろう。それが神の国のこと

だ。後には、あの天国の御座まで持っていくだろう。これが永遠だ。み

なさんができる祝福が24だ。この祝福を味わうことを祈ります。アーメ

ン 

＊序論 
▲今日の本文は、おもに祭司とその子らに言われたことだ。人々が多

くの困難を話すが、心の中に必ず置かなければならない。 
1)なぜなら絶対に治せない病気だ。(創3章から始まり) 
2)霊的問題なので、さらにそうだ。(傷、奴隷)簡単に変えようとしてはな

らない。 
3)その上に荒野を行く環境の中に置かれたのだ。(現場) 
▲ここで教役者と使命者が必ず記憶しなければならないことがある。

神様は必ず神様のことを成就される。それゆえ、みなさんが三つの
中に必ずいなければならない。 

 
1.正しい礼拝→幕屋、会見の天幕、天幕 
1)幕屋-いつもともしびがともしてある所+いつもいのちのパンがある

所→神様が教会を24祝福しておられるので、その中にいなさい。 
2)会見の天幕-ここに集まるのだ。そのとき、神様がみことばを与えら

れる。 
3)天幕-集まってその契約を持って自分の天幕に戻って、25にする生

活をするのだ。 
▲これを通じて神様のみこころはみな成される。 
 
2.いのちによって→光、パン(礼拝成功) 
1)光(2節) 

(1)ともしび 
(2)街灯 
(3)いつも絶やさないようにしなさい。 

2)パン(いのちのパン) 
(1)イスラエル 
(2)子孫 
(3)永遠の契約で... 

▲必ず礼拝に成功しなさい。 
 
3.永遠のおきて 
1)そのパンは祭司に与えなさい 
2)その祭司の子らに与えなさい 
3)すべての神様の民はレビ族だ。(Iペテ2:9) 
 
＊結論- (永遠のおきて)神様の絶対性だ。 
1)神様の絶対主権でみなさんを呼ばれた。 
2)神様の絶対計画をいつも質問しなさい。 
3)すると神様の絶対契約、実際に握るみことばが見える。 
4)絶対旅程-どんなことが起こっても揺れることはない。 
5)絶対目標を分かる者だ。何も急ぐことはない。 
▲このみことばを5分だけ考えてみなさい。みなさんの生涯を左右す

る答えが出てくるだろう。神様のみことばの中でみなさんの苦しみ
が生涯を左右する答えに変わるだろう。今週に生涯の最高の答え
があることを望む。 

1．あらかじめ見ること 

1) 絶対主権      2) Nothing         3) Everything 

4) 道           5) All Covenant 

2．あらかじめ持つこと 

1) 絶対計画      2) 時代            3) 霊的システム 

4) 力           5) All Vision 

3．あらかじめ味わうこと 

1) 絶対旅程      2) 時代 (現場)      3) 24 D－system 

4) 旅程         5) All Dream 

4．あらかじめ征服 

1) 絶対契約      2) みことば、祈り      3) 25カ国システム 

4) 方向         5) All Image 

5．あらかじめ成就 

1) 絶対目標      2) 未来のいやし      3) Nobody－Everybody 

4) 永遠           5) All Practice (霊的いやし) 

 

区域メッセージ：二部 基礎メッセージ 

基礎メッセ－ジ 10「受け入れの意味 12」(ヨハ 1：12) 

 

しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々に

は、神の子どもとされる特権をお与えになった。 

 

1．聖霊の内住 

− 創 1：27－28 回復、ヨハ 14：16 

2．創造の能力といのちの光  

− ヨハ 1：4、9、マタ 5：14 (世の中の光) 

3．神様の祈りの答えを受ける資格のある者 

 − ヨハ 16：24、ロマ 8：15－17 

4．神の子どもになった告白と宣布 

 − ヨハ 1：13、ロマ 10：9－10、ヨハ 1：12 

5．サタンとの霊的戦い (敵対)  

－ Ⅰペテ 5：8、エペ 6：10－20 

6．サタンの12の問題から永遠に解放 

 − ロマ 8：1－2、ヨハ 5：24、コロ 1：13、ヘブ 10：14 

7．いのちの契約を結ぶ 

 − Ⅰペテ 1：9、Ⅰテモ 2：4、ロマ 8：1－39 

8．サタンの恐れの対象 

 − ルカ 10：19、マタ 12：28－29、ヨハ 10：28－29、ロマ 16：20 

9．神様の神殿 

 − Ⅰコリ 3：16、エペ 1：3 (天にあるすべての霊的祝福)、1：10 (天にあ

るもの地にあるものが一つ) 

10．三位一体神様の奥義が成し遂げられる  

− エペ 1：13－14 (みことば + キリスト + 聖霊) 

11．聖霊をもって証印を押される  

− エペ 1：13、4：30、詩 48：14、ヨハ 14：16－17 

12．神の子どもになった権威  

－ 未信者の状態に勝つ6つの権威 

 

結論 − 三つのことをいつも私のこととして味わいなさい 

  1) 上からくださる力 － 権威 (Authority) 

  2) 私にくださったみことばとその成就 － 力 (Power) 

  3) 私が行く場所ごとに神の国 － Kingdom of God 
 



 

1)聖日1部(8月30日)→過越のいけにえと種を入れないパンの祭りの神殿 (レビ23:1-8) 
▲序論-人々が知らずにいる三つ(福音の価値、私に対する価値、礼拝の価値)を知って、祈りの奥義を味わう時間に未来が

変わる。三つを握りなさい。 

①主の安息の日(2節)-福音の中にある安息の中で刻印、根、体質が変わらなければならない。 
②代々にわたる過越祭→過越祭の祝福を刻印、根、体質にして、過去からのまことの解放を味わいなさい。 
③忘れてはいけない種を入れないパンの祭り→未来を予想して、種を入れないパンを食べて神様のまことの力を所有しな

さい。 
④結論-礼拝の祝福、まことの解放、まことの力の契約を握りなさい。 
 

2)聖日2部(8月30日)→五旬節の神殿 (レビ23:15-22) 
▲序論-荒野の道で勝利する重要な答えが「五旬節の神殿」だ。(ヨハ14:1-27、ヨハ20:22、使1:8、ヨハ1:14、使2:1) 
①今日礼拝したこの時間が運命をひっくり返す→過越祭(キリスト)、五旬節(ただ聖霊)、仮庵祭(神の国) 

②今日礼拝のときに受ける答えが現場に移る→ヨルダン、エリコの答え、空前絶後の答え、アナク山地征服 
③今日礼拝のときに受けた聖霊の働きは未来に連結される→ヨエ2:28、ゼカ4:6、使1:8 
④結論-神様の最高の答え(237多民族+いやし+サミット)+この祝福が礼拝の時+礼拝の時の答えが6日現場に連結される。 

 
3)区域教材(8月30日)→ 35課:(基礎メッセージ9)正しい教会理解と味わい(使2:42) 

▲序論→崩れる世界教会(福音の危機-大まかな福音/混ざった福音/別の福音、教会の危機-未自立/ごりやく信仰/世俗信

仰/物質信仰/統合宗教) 
①聖書が語る教会の本質→救い、信徒の集い、信徒の現場、教会堂、天国 
②聖書が語る正しい教会の姿→使2:1-47(マルコの屋上の間教会)、使11:19-30(アンテオケ教会)、ロマ16章/Iコリ16章/コロ4

章の弟子 
③教会で注意しなければならないことと見つけなければならないこと→注意しなければならないこと（サタンの落とし穴/枠

/わな)、見つけなければならないこと(ヨセフ(創37:1-11)、モーセ(出3:1-18)、サムエル(Iサム3:1-21、Iサム7:5-14)、ダビデ(I

サム16:13、I歴29:10-14)、イザヤ(イザ6:13、イザ7:14)、エリシャ(Ⅱ列6:8-20)、パウロとテモテ(使19:21/23:11/27:24、Ⅱテモ
2:1-2、Ⅱテモ4:1-5) 

④結論→教会に仕えるパウロの信仰告白(コロ2:23-25) 

 
4)アメリカ大学修練会(9月1日-3日)→ 「見た者の証拠(ヨシ1:1-9)」 

▲1講：神様のことを見た者たち-ヨルダンを渡りなさい(ヨシ3:1-13) 

①序論- 5つあらかじめ個人化(ヨシ1:1-9→ ヨシ1:1あらかじめ見る、ヨシ1:3あらかじめ持つ、ヨシ1:3あらかじめ味わう、ヨシ
1:5-6あらかじめ征服、ヨシ1:8あらかじめ成就) 

②本来のことを見つける-出3:18-20、出5:1-12:46、出14:1-13、三つの祭り、契約の箱/幕屋、庭 

③記念碑作品作り- ヨシ3:4(一度も行ったことがない道)、方法(つかさを先に送りなさい/契約の箱を担いだ者について行き
なさい/祭司の足が水につく時)、記念碑(ヨシ4:1-7) 

④未来作り→創32:10、創50:10、ヨシ3:1-17/ヨシ4:1-7、Ⅱ列5:1-10、マタ3:13-17 

⑤結論→学業をコンテンツにしなさい(Remnant7人+62を味わう+RUTCの主役) 
▲2講：神様の力を味わった者たち-エリコを占領しなさい(ヨシ6:1-21) 
①序論-体験する前に知らなければならないこと(強大国/アメリカにいる理由、荒野に引き出された教会の理由、コンテンツ

を持ってあらかじめ体験しなさいというRemnantの理由)→あらかじめ見る体験(創32:10、創50:10)+あらかじめ持つ体験(三
つの祭り、幕屋)+あらかじめ味わう体験(紅海、ヨルダン、エリコ)+あらかじめ征服体験(申6:4-9、民14:1-10)+あらかじめ成
就体験 

②契約体験作り(契約の流れがある→創37:1-11、出2:1-10/出3:1-18/出5:1-12:46、三つの祭り、ヨシ6:4) 
③祈り体験→契約の箱を担いだ者について行きなさい、口を開いてはならない(ヨシ6:10)、Oneness 
④未来体験→エリコを越えなさい、ラハブ(キリストの家系図に入る)、Ⅱ列2:5/Ⅱ列2:9-11(エリヤとエリシャ) 

⑤結論→現場コンテンツを作れ(プラットフォーム-0.1%の人々、経済コンテンツ/伝道コンテンツ/祈りコンテンツ、礼拝コンテ
ンツ(Remnantは教会に行って礼拝に成功しなさい。) 

▲3講：神様の未来を見た者たち-伝達するコンテンツ(ヨシ14:6-15) 

①序論(先に知ること)-持ったもの(すべての問題/創世記、解放/出エジプト記、礼拝/レビ記、弟子/民/群衆/民数記、刻印/
根/体質/申命記)+あらかじめ体験(伝達-あらかじめ見る/モーセの文章、あらかじめ持つ/ホレブ山体験、あらかじめ味
わう/夢、あらかじめ征服/長老と部族、あらかじめ成就/契約)+未来をどれだけ現実から見るかが重要だ(幕屋/会見の天

幕/天幕の祝福を味わう) 

②預言された契約→エジプト(創37:1-11/出2:1-10)、出エジプト(出3:14-18)、カナンの地(出3:8) 
③成就する契約を今見た人→ヨルダン(ヨシ3:1-13)、エリコ(ヨシ6:1-20)、太陽と月(ヨシ10:1-10)、民14;1-10(カナンの地偵察)、

申6:4-9 

④伝達する契約→過去回想(ヨシ14:6-9)、存在理由(ヨシ14:10-11)、もし/（必ず）できましょう(ヨシ14:12) 
⑤結論→ Outsourcingのコンテンツ(個人化現象+いやし現象+ドミノ現象) 

 

5)産業宣教(9月5日)→ OMCと第1、2、3RUTC答え(35)- (自殺予防専門家)のがしてはいけない働き(使13:5-12) 
▲なぜ自殺するのか。(隠れた霊的問題+サタンのだましごと+以降の家族問題)。自殺する人々の共通点は少しこらえること

ができなくて衝動的だ。一つだけ知らせなければならない。 

①古くからの長い間のことをいやさなければならない→刻印(使1:1)、根(使1:3)、体質(使1:8) 
②落胆してはならないいやし→霊的いやし(使2:1-47)、心/思いいやし(使13:1-4)、精神いやし(使13:5-12、使16:16-18、使

19:8-20)→一日5分だけでも霊的な力を得ること 

③必ず見つけなければならないいやし→ロマ16:25(世々にわたって長い間隠されていた福音が)、ロマ16:26(私の問題を解
決しようと今や現わされ)、ロマ16:27(とこしえまで与えられる恵み) 

④結論→胎嬰児の親を予防次元でいやしなさい+子どものときのいやし+青少年を集めていやさなければならない。 

 
6)伝道学(9月5日)→伝道者の生活と第1、2、3RUTC答え(35)-あらかじめすること5つのフォーラム(使1:8) 

▲大人たちが注意しなければならない部分→私の基準(生活)で子どもたちを見てはならない。人材や問題の子どもたちを

私の基準でするのではなく、方向を定めて、コンテンツを準備しなければならない。 
①あらかじめ見る→絶対主権、Nothing、Everything、道、All Covenant) 
②あらかじめ持つ(霊的システム)→絶対計画、時代、霊的システム、力、All Vision 

③あらかじめ味わう(24システム)→絶対旅程、時代(現場)、24システム、旅程、All Dream 
④あらかじめ征服(25待つ)→絶対契約、みことば/祈り、25御国システム、方向、All Image 
⑤あらかじめ成就(Nobody作品)→絶対目標、未来いやし、Nobody(Everybody)、永遠、All Practice(霊的いやし) 

 
7)核心訓練(9月5日)→第1、2、3RUTC答え(35)-あらかじめ見たヨセフ(創37:11) 

▲ヨセフは最も良くない時(奴隷)Visionをあらかじめ見て、正確な契約を握ったとき、必ず成就した。人/仕事/経済(お金)のた

めに答えをのがしてはならない。あらかじめ見た人は契約が成就することだけ見る。 
①神様の絶対主権(創37:1-11)→世界福音化、苦難の理由、奴隷になった理由を握った。 
②誰も与えられないこと、Nothingに挑戦→創37:1-11、創39:1-6、創40:1-23、創41:1-38 

③すべてを生かすこと(Everything)をあらかじめ見た→ポティファルの妻、長官、王とエジプト、世界を生かすようになる。最
後に家族を生かすようになる。 

④結論→ないところと弱いところから始まり+今日三位一体の神様の働きを味わいなさい(礼拝)+空いたところを狙いなさい

(ヨセフが行った道がみなこの道だ→ヨセフは最も難しい時、重要なコンテンツを作ってみことばに従っていった。そして
人を生かした。) 

 

9)区域教材(9月6日)→ 36課：(基礎メッセージ10)受け入れの意味12(ヨハ1:12) 
①聖霊の内住→創1:27-28回復、ヨハ14:16 
②創造の力といのちの光→ヨハ1:4、9マタ5:14(世の光) 

③神様の祈り答えを受ける資格者→ヨハ16:24、ロマ8:15-17 
④神の子どもになった告白と宣言→ヨハ1:13、ロマ10:9-10、ヨハ1:12 
⑤サタンとの霊的戦い(敵)→Iペテ5:8、エペ6:10-20 

⑥サタンの12問題から永遠の解放→ロマ8:1-2、ヨハ5:24、コロ1:13、ヘブ10:14 
⑦いのちの契約締結→Iペテ1:9、Iテモ2:4、ロマ8:1-39 
⑧サタンの恐れの対象→ルカ10:19、マタ12:28-29、ヨハ10:28-29、ロマ16:20 

⑨神様の神殿→Iコリ3:16、エペ1:3(天の祝福)、エペ1:10(天と地のこと統一) 
⑩三位一体の神様の奥義が成り立つ→エペ1:13-14(みことば+キリスト+聖霊) 
⑪聖霊で証印を押されることを受ける→エペ1:13、エペ4:30、詩48:14、ヨハ14:16-17 

⑫神の子どもになった権威→未信者状態に勝つ6つの権威 

週間メッセージの流れ(2020.08.30.-2020.09.05.) 


